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は じめ に

　 シ ュ タ イ ン ケ ル ナ ー （Emst ・STEINKELLNER）博士 は近著 の Dharmakirtis 　．fi・tihe　Logik ，

Annotierte　Ubersetzung　der　logischen　Teile　von 　Prαmduava
−
rttika 　1　mit 　der 夢ケ緬 （Tokyo ：

The 　lntemational　lnstitute　for　Buddhist　Studies
，
2013） の introductionに お け る

“ Dating

Dharmakirti”

の 初め に， 「長 らくフ ラ ウ ワ ル ナー博士 の ダル マ キー ル テ ィ年代論 c．

600−660 年説が受け容 れ られて い たが，Toshihiko　KiMuRAや Christian　LiNDTNERの 新

提案 を機会 に ，T．・J．・E 　TILLEMANS らが 加わ っ て 賑 や か に な っ た」とされ る． リ ン ト

ナ
ー
氏は七 世紀末 （山 口益氏）の バ ヴヤ を六世紀 の バ ー ヴ ィ ヴ ェ

ー カ と混 同 した も

の で ，

“ Apropos　Dharmakr
“
rti：Two 　New 　Works　and 　a　New 　Date”

（Acta　Orientalia　41
，

1980）を指 して い る．重要 なの で 後述す る．木村 は 日本版で は 『ダル マ キー ル テ ィ

にお ける哲学 と宗教』（大東 出版社，1998）の 序論第 2 章 「ダル マ キ
ー

ル テ ィの 年代

論」で 提唱 し， ヨ ー ロ ッ パ 版 の T．・kMuRA ，
“
A 　New 　Chronology　ofDharmakirti

”
が続

く1）．

　所で ，
‘ftiih’

とい うの は ダル マ キ
ー

ル テ ィ の 初期 の 論理学 とい う意味 の 様だ が，

彼 は 『プ ラ マ ー
ナ ヴ ァ

ー ル ッ テ ィ カ』で ， 「ヨ ー ガ者 の 智 につ い て は前 に述 べ た」

と言 っ て お り， それ は 『ニ ヤ
ー

ヤ ビ ン ドゥ 』現量章を指す こ とを，私 は 「ダル マ

キー ル テ ィ にお ける現観 ヨ ー ガ論」（『印度學佛激學研究』第 60 巻第 2 号，2012）で 指

摘 した ．また不知覚因の 用法で も 11種 を挙げて最初期 を示 して い る と共 に，帰謬

の 用法 は 『ヴ ァ
ー ダ ニ ヤ ー ヤ』 等の よ うに 定式化 して い ない ． 逆 に 唯識派の ヴ ィ

ニ
ー

タデ
ー ヴァ は最初期 の 『ニ ヤー ヤ ビ ン ドゥ』 の み に註記 して い る．

マ ン ダ ナ ミシ ュ ラの ダル マ キー ル テ ィ 引用

　シ ャ
ー ス トリー （Kuppuswami 　SAs］mu）は，編集 した Brahmasiddhi　by　Mandanamis

’
ra

（Madras ；Journa1・of ・Orienta1・Research
，
1937），　 introduction

，
　p．58 で ， マ ン ダ ナ ミ シ ュ ラ の
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年代を 615−695年と して い る ． こ の 年代論は 斯学 で は有名 で あ るが ， 我 々 の ダル

マ キー ル テ ィ 年代論 で も活 きて くる ． マ ン ダ ナ ミ シ ュ ラは Sphotasiddhiで ， ダル

マ キ ー ル テ ィ の ス ポ
ー タ批 判 で あ る ，

“

vakyarp 　na 　bhinnarp　var4ebhyo 　vidyate

’

nupalambhanat
”

（Pv．1，　k．251）を引用す る ．「文章 は音声 と別個 に在 る の で は ない ．

その よ うに は知覚 され ない か ら」 とい うス ポー タ 説批判で あ る． か くマ ン ダナ ミ

シ ュ ラは ， ダル マ キ
ー ル テ ィ に対応する十分な時間差が あ っ て反論で きた． 後者

は ， 評価 され ない こ とを嘆 い て い る か らで あ る （既 説）， 複註者 の カ ル ナ カ ゴ ー
ミ

ン は ，
マ ン ダ ナ ミシ ュ ラの 次偈を引用 して ，「単

一
の 文章や 語句で も次第に 開示す

る」 とい う彼 の 回答 を引用 して い る 2）．

　 日本で は 金倉 圓照 博士 が ，
ス レ ー シ ュ ヴ ァ ラ が Brh　addirarpyakopan 　is．　adb 　hjsya−

varttihaで 引用 して い る事を，既 に 昭和 7 年の 「法稱 （Dharmakirrti）の 斷片」 （r哲

學雜誌』第 547号 ， 1932）の p．65 で 指摘 して い る ． こ の 論文 は 我が 邦 ダ ル マ キ ー ル

テ ィ研 究 の 嚆 矢 で あ る．A ．　W ．　THRASHER は，伝 承 （Sankaradigvi　
’
aya ） と違 っ て マ ン

ダナ ミ シ ュ ラが シ ャ ン カ ラの 弟子 ス レ ー シ ュ ヴ ァ ラ とは 別入で ， 700 年 頃 と措 定

した ．結果的 には これ もク ッ プス ワ ー ミの 年代 論 と同 じ結果に なる 3）．

　 義浄の 記述が有名だか らこ れ らの 外道哲学者の ダル マ キー ル テ ィ引用 も矛盾 な

い よ うに見える ．不人気を嘆い た詩 （小著の 序参照）か ら見て ， 著名に な っ た死後

70年 頃 に該当す る． マ ン ダナ ミシ ュ ラ や 金剛 智 も シ ャ ン カ ラ の 弟子 ス レー シ ュ

ヴ ァ ラ と共 に こ の 枠に 入 る． フ ラ ウ ワ ル ナ ー博士 は義浄の 『南海歸寄内法傳』（大

正蔵 no ．2125）に直接依 っ て い る 4＞． 因み に H ，　NAKAMURA
，
　Indian　Buddhism ’　A　Survey

with 　Bibliographical　Notes （Delhi：・M ・tilal・Banarsidass
，
1989），　 pp．303 − 304 で 言 わ れ る ，

私が 中村博士 に お 渡し した年代 メ モ は勿論 フ ラ ウ ワ ル ナ
ー 説 に基づ い て い た， ま

た プラ ジ ュ ニ ャ
ー カ ラ グプ タの 年代 も小野基氏の 研究に よ っ て 「c．800」と改め な

けれ ば な らない
5）．

　 次に ダル マ キー ル テ ィ年代の 上 限が 問題 にな っ て くるが T 護法の 正 しい 年代 と

玄奘の 示唆 （後述）， そ して デ ィ グ ナー ガの 年代 論 と関連 して くる．服部正 明氏 は

「デ ィ グ ナー ガ及 び その 周邊 の 年代 」 （r塚本博士 頌壽記念 佛 敏史學論集』塚本博士頌

壽記念會， 1961）で ， デ イ グナ ー ガが 『三 時の 考察』 で コ ピ ー ア ン ドペ ー ス ト した

バ ル トリハ リ （c ．450−510）との 関係か ら c．470− 530 年 と し，同年 に フ ラウ ワル ナ
ー

博士 も前掲論文で c．480−540年と見 て い る． 尚 ，
こ こ で は詳論 しない が ， お二 人

の 無着 ・護法の 年代論は受け容れ られ ない ．特 に二 人が是認する宇井伯壽博士 の

護法 ： 530− 561 年説 は， 中国伝承 に 依 っ た訛形 で あ り， 彼 は我 々 が既 に 論 じた よ
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うに ダル マ キ
ー ル テ ィ と同世代 の後輩で ある ．630年代 に玄奘は ， まだ護法の 示

寂の 余韻が去 らない 時に 護法の 住房を伝 え られ て い たの で あ るか ら
6）

t 後者は 630

年頃の 逝去で あろ う．戒賢が 護法の 直弟子 な ら尚更で ある． そ して デ ィ グ ナー ガ

の 後 に ウ ッ デ ィ ヨ
ー タ カ ラ な ど数人 の ニ ヤ ー ヤ学派が 来 な けれ ばな らない か ら，

デ ィ グ ナー ガ 没後 ， や や 間隔を置い て ダル マ キ ー ル テ ィ が誕 生 した と見る と
，

ウ ッ

デ ィ ヨ ー タカ ラなどへ の ダル マ キ
ール テ ィの 批判が理解 で きる．こ れで ダル マ キー

ル テ ィ の 絶対 年代が は っ き りした．

　ダル マ キ
ー ル テ ィ の 『プ ラ マ ーナ ヴ ァ

ー ル ッ テ ィ カ』 自比量章自註 に注解 した

カル ナ カ ゴ ー
ミ ン は ， デ ィ グナ

ー ガ以後 の 論師 を引用するが t それ はイ
ー

シ ュ ヴ ァ

ラ セ ー ナ， ウ ッ デ ィ ヨ ー タ カ ラ ， クマ
ー

リラ， ア デ ィ ヤヤ ナ， ア ヴ ィ ッ ダ カル ナ

とい うダ ル マ キ ー ル テ ィ 以前の 論師か ら， ダ ル マ キ
ー ル テ ィ を引用 ・ 批判 したマ

ン ダ ナ ，
ウ ン ヴ ェ

ー カ まで 引用 して い る， 中村元 博士 は マ ン ダ ナ ミ シ ュ ラ を約

670−720 年 とされ ， 伊 原照蓮博士 は七 世紀後半 と結論 され た が， お お よそ学者の

推定は同 じで ， ダル マ キ
ー

ル テ ィ との 間隔 も合理 的で ある 7）．

サ ー ン ク リ トヤ ー ヤ ナの ダル マ キ ー ル テ ィ 年代論

　
一

体， こ れ まで の 年代 論で ，彼の 述懐に ダル マ キ
ー

ル テ ィ が 自身を世 に知 られ

ない こ とを嘆い て い るこ とが全 く考慮 され て い ない ． 詩偈 に注意 した の は， 我々

が初め て だか ら （小著の 序論第 3 章）無理 もない が， ダル マ キー ル テ ィ が慨嘆す る

こ とか ら， 学ばれ る よ うにな っ たの には或る 程度の 間隔を考慮 しなけれ ば な らな

い ．若き金剛智が 西 イン ドで 「法称論」を学ん だの は七世紀後半か ら終 り頃に向っ

て で あ っ たが ， 後述 す る ス バ ン ドゥ の 延 引は ， は る か に ダル マ キ
ー ル テ ィ に 近接

す る ．

　 そ こ で 次 に 玄 奘が 伝 え て い な い こ と を ど う理解 す る か もダ ル マ キ ー ル テ ィ 年代

と関係 する が ， そ れ にはか の ラ ー フ ラ ・サ ー ン ク リ トヤ
ー

ヤ ナ に語 らせ る 方が 良

い か も知れ ない ． 『ヴ ァ
ー ダ ニ ヤ ー ヤ』の編集序 （Vddanydya，　edited　by　R．　SEfikpty5yana，

J・urnat （・f　the　Bihar　and 　Orissa　Research　S・ciety
，
　1936）で ある．

　そ こで はこ の 事，
つ まり玄奘が なぜ 彼につ い て 沈黙 して い る かの 推論が ある．

1． まずは ダ ル マ キ
ー

ル テ ィ の 論理 学 を玄奘が 理解 で きなか っ た ほ か に ，2． 玄奘

が ナー
ラ ン ダー に着い た 635年に は ダル マ キー ル テ ィ は既 に亡 くな っ て い た （こ

れ は重要）． 3， 玄奘学 派 に 論理学 を理 解す る学者が い な か っ た． 彼 の 編 集者 達

（c・mpilers ）に と っ て は， サ ン ス ク リ ッ トはあ ま りに簡潔で 難 しい とい うこ と もあ
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る．4．結局玄奘が ナ
ー

ラ ン ダ
ー

に 到着 した 635 年 よ り早 い 625 年が ダル マ キー ル

テ ィ の 最下 限に なる とす る． カ ル ナ カ ゴ ー ミ ン 複註 の 編集 に お ける 「（600）」 とい

う位置付けが ， か くて 説明 され た し，小論 と同様な の は心 強い 8）．

　金倉 博士 は 昭和 10年の 『佛敏學の 諸 問題』 （岩波書店， 1935） に ダ ル マ キ ー ル

テ ィ 問題 を取 り上 げ， 『印度精祚文化の 研究』（岩波書店， 1944）の 第八 「法稱の 量

釋頌 とヂ ャ イナ教義 」に 再録 した． その p．357 に 義浄 の 「法稱重 ねて 因明 を明 ら

か に す」 とい う紹介 と， 博士 の 釈 した 護法の 『観所縁論釈』 の 文 を引用 され た．

　又 若自許不 於識外縁其實事 ， 應有有法 自相違過，然 法稱不 許．（大正蔵第 31 巻，p，889下

　 段 ）

つ まり 「又 若 し自か ら識の 外 に於て そ の 実事 を縁ぜ ず （認識せ ず） と許せ ば （認め

れば），応 に有法 （主 語）の 自相違過有 り， か く法称は許 さず」 とある ．但 し金倉

博士は 「不許法稱」 と誤引 され て い る．

　原 子 （paramanavah ）論者が， 感覚の 通 りには 実在 は無い と 言 うな ら ， 自らの 主

張 と矛盾 す る で は な い か とい う もの で ， 自語撞 着の 過 失 を言 う． 『ニ ヤ ー ヤ ビ ン

ド ウ 』 III
，
48

，

“

anirak ；ta　iti　yah　sadhayitum 　i§to
’

pyarthah　svavacanair 　nir5kriyate
”

の 注

意 に あた る 9）． 護法 は この 本 を持 っ て い た可能性 が あ る． 宇井伯壽 『陳那著作 の

研究』（岩波書店， 1958）p．29 もこ こ が 読め て い な い ． この あた りは小著の 序論第

2 章で 詳論 した の で ， 参照 され た い ． 慈恩学派 に伝 え られ た ダル マ キ ー ル テ ィ 存

在論につ い て は， 「渡邊論文の 三類境説」 で 後述す る ，

ヨ ー ロ ッ パ の 学者の ダル マ キ ー ル テ ィ 年代論

　 コ ペ ン ハ ーゲ ン の リ ン トナ ー （Christian　LTNI〕TNER ）氏 は
“Apropos 　Dharmakirti：Two

New 　Works 　and 　a　New 　Date ”

（Acta　Orientalia　41
，
1980） にお い て ，　 Bhavya （Legs　hden

の 目録還梵）が MadhyamaharatnapradTpa に お い て ， ダ ル マ キ
ー ル テ ィ に Laukikα．

ρ厂α〃2勿 卯 αr珈 δ な ど二 著の 延引が あ る とする が （pp，27−37），バ ー ヴ ィ ヴ ェ
ー カ の

もの と誤認 した決定的な誤 りが あ り， 山口益氏 の ほ か 古 く， ワ ル シ ャ ワ の シ ャ イ

エ ル 氏の 指摘が ある ． こ の 書物 が前者 の もの で は ない こ とは
， 『梵語仏典の 研究』

III・論書篇 （平楽寺書店， 1990）の pp．229− 230 で 高野 克宏氏 が 紹介 す る ． そ れ は

S，SCHAYER氏 と山口益氏が ， それ を 700年頃の 著作 と位置付 けて い る とい う．シ ュ

タイン ケル ナー博士が前掲書の 序論 p．29 で触れ られた 「偽バ ー
ヴ ィ ヴ ェ

ー カ 」に

依 る 論 旨は
， リ ン トナ

ー氏の 場合 と同様 と思 われ る （前述）．

　そ こ で シ ャ イ エ ル 氏 を延引 した高野 克宏氏の 記述 を引用 する．
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『中観宝灯論亅 （Madhyarnaka−ratna −pradTpa）の サ ンス ク リ ッ ト本は，現在で は失われ ，チ

ベ ッ ト訳が伝 わ るだ けで あ る （デ ル ゲ版東北 目録 No．3854）．全 体が 9 章よ りな り，その

中 で は 二 諦 説 を中心 と した 中観派の 学説 が要 領よ くま とめ られ て い る ．（中略）

チベ ッ トにおい て は，伝統的に Bhavaviveka（或い は，　 Bhavya）に帰せ られて きたが，こ

の こ とは古 くか ら疑問視 されて きた，〔＊〉

　
（＊）S．Schayerは，『中観宝灯論』の 英訳 に先立 ち，

“ The　obviously 　erroneous 　attribution 　to

　Bhavya
”
と述べ て，著者 を Bhavya と見為す こ とを否定 し，こ の書が Bhavyaに帰せ られ

　たの は題名が 『般若灯論』に類似 して い たため で は ない か と言 う．Cf．　Stanislaw　Schayer，

　No 　tes　and 　eueries　on 　Buddhism
，
　Rocznik　Orjentalistyczny

，
　Tom 　l　1

， Warszawa　1935，　Reprint

　1988
， p，206 （以上は原註）

10）．

　こ の 著者に関 して 山口 益氏 は本書の 内容 を詳細 に検討 し， 「こ れ は 『中観心論』

等 の 著者 とは 別人の 手に 成 り，大体 700 年 頃， 即 ち中観説が 密教 的変遷の あ っ た

雰 囲気 の 時代 の 産で あろ う」 と推理 す る 11）． 清弁 の 自立 論証派 とは 対立 関係 に

あ っ たチ ャ ン ドラキー ル テ ィ を称える 記述 や ， ダル マ キー ル テ ィ の 著書の 引用が

ある こ とを根拠 にする． 氏 はバ ー ヴ ィ ヴ ェ
ー カ を 490−570 年頃 と措定 して い る，

渡邊論文 の 三類境説

　既 に論 じたが ， もう
一

度渡邊照宏 「佛教論理學派 と刹那滅詭の 論證」（r哲學年

報』第 14輯 ，
1953

， pp．　87−100）の 所説 を見 る， い わ ゆ る護法 唯識 説 と異 なる対象論

が ，慈恩宗に よ っ て 三 類境説 と して伝 え られ た． 『成 唯識論掌中枢要』や 『唯識了

義燈
一

末』な どに三類境 の 説があ り， 実の 性境 よ り体 ・ 用が生 じ， 性境 は自相 を

持つ とい うの で ある．但 し刹那滅説の 論証 は出て こ ない ．これ は 『ヴ ァ
ー ダ ニ ヤー

ヤ』に お い て 帰謬論法 で証 明 され る （木村俊彦 「Sadhyaviparyayabadhakapramaロam 」『印

度學佛敏學研究』第 50 巻第 1 号，2001）が， 当該論文の タ イ トル に反 して 論 じられて

い ない ．

　こ れ に 関 して 「作用」 （arthakriya）の 語源 は ヴ ァ
ー

ツス ヤ
ー

ヤ ナ の Nydyabhdsya

に求 め られ るが ，発想 は説
一

切有部の 時間論 （三世実有論）を改変 した経量 部 に 由

来す る．即 ち有部 は有為的存在 （sapaskrtadharmal ））の 過去 ・ 現在 ・ 未来の 三 世 に 実

有なる こ と （無為法は三 世 とい う区別な く恒に有）を言い
， そ の相 は作用性 （karitram）

で ある とす る． それ が 三 世に作用性 と して在 る とい うの で ある 12）．

　法の 体 を 「自相」 （svalaksanab ）と呼ぶ ． 経量部 と して は ヴ ァ ス バ ン ドゥ が 『ア

ビダル マ コ ー シ ャ 』第 5 章随眠品で 時間論 を論 じて い る ．有 部の 論師 は三 世 に有

りと説 い て も 厂滅相」 を立 て て永 遠 とは言わ ない と， 矛盾 を初め に 指摘す る ．作
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用 （karitram）なき時は未来 （anEgatah ），為 しつ つ ある （kar・ti）時は現在 （pravartamdnah），

為 し了 っ て 滅 した 時 は過去 （atitah ）だ と彼 らは言 う． 次 に有部の 四 師の 論 を引用

す る． そ して 「第三 の （ヴ ァ ス ミ トラ の）説が （その 中で は）最善」 と言う． 「現在

は作用 に よ っ て 存在す る 」 （adhvAnah 　kfiritre4a　vyavsthit5tt ！Ak ，5
，
26b）か らだ とす る．

こ れが経量 部説で あ り， ダル マ キ ー ル テ ィ は こ れ を承 けて い る ． ヴ ァ
ー

ツ ス ヤ ー

ヤ ナの
“

arthakriya
”

の 用法 は こ の 思 想 と関係な く， ダル マ キー ル テ ィ は有部臭 を除

く為に こ ちらを採 っ た の で あろ う．ヴ ァ スバ ン ドゥ の所説 で あ れ ば ， 慈恩宗は 『倶

舎論』 や 「世親」の 名 を出すで あ ろ う． 名を伝 えて い ない の は 当時の 状況， ダル

マ キ ー ル テ ィ が まだ著名 で なか っ た当時の 反映で は ない か ． そ して こ の こ とが ，

よ く史料 に使 われ て きた玄奘問題を解決する もの で あ る．

ス バ ン ドゥ が示唆するもの

　 また デ ィ グ ナ
ー ガ， クマ ー リ ラ ， ウ ッ デ ィ ヨ

ー タ カ ラ の 情勢 をよ く知 っ てい た

らしい ス バ ン ドゥ が 『ヴァ
ー サ ヴ ァ ダ ッ タ

ー
』で ダル マ キ ー ル テ ィ を示唆 して い

る こ と を註釈者の シ ヴ ァ ラ ーマ は，
“bauddhasahgatim　iva　alahkarabhU 噸 m

”

を，「ダ

ル マ キ
ー ル テ ィ の 讃歌 で荘厳 され た 」と解釈 した こ と と関連 して 前掲書序 論第 2

章第 3節で 詳 し く見た．但 しp．　41 ，
1．8 を 「その 子 を破 っ た カ ン ヤ

ー ク ブ ジ ャ の 王

が」 とお詫び して 訂正 します． ダル マ キ
ール テ ィ は ス バ ン ドゥ の 年代 よ り上 っ て，

こ こ で もフ ラウ ワル ナー説 は成立 しない ． キ ー ス はス バ ン ドゥ の 年代 を，

　 Subandhu　must 　be　placed　in　the　second 　quarter　of 　the　seventh 　century ．

と言 う （4 勘 ’・i」
・　・fSansk・it　Literat・・re ［Delhi：M ・ti1・1　Banarasidass

，
　1993］，

　p，308）・

　 こ の 書 はス バ ン ドゥ を二 十 数回 も挙 げて 論ず る の で ある ． シ ュ タ イ ン ケル ナ ー

博士 に ダル マ キー ル テ ィ の 「仏涅槃讃」の 研 究
“ Buddhaparinirvduastotram

”
伽 εηεr

Zθf働 頑 勲 惚 κ卿 ぬ 舘 伽 ’8η517
，
1973）が ある． ア シ ュ ヴ ァ ゴ ー シ ャ の 『無常経讃』

（r三 啓経』）が 有部の 集会で 諷頌 され た
，

と義浄が 「南海歸 寄内法傳』で 伝 えた よ

うに，ス バ ン ドゥ に依れ ば ダル マ キ
ー ル テ ィの 讃仏偈 も法要 を盛 り上 げた らしい ．

ダ ル マ キ
ー

ル テ ィ の 慨嘆 に も拘 わ らず， 意外 に 有名だ っ た よ うで もあ る． か く

て
“
Alankarab

”

とは ダル マ キ
ー

ル テ ィ の 仏陀歎徳 を 「飾 り」 と言 っ た こ と に な る．

か くて ダル マ キ
ー

ル テ ィは 550−620年 頃の 人 となる ．

結論

以上 ， か ねて の ダル マ キ ー ル テ ィ年代 c．550−620年説 を補強する 幾つ か の 資料
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を追加 した．特に玄奘と護法関係の 記録は基本で ある．

1）　Dharmkirti　i　Thought　and 　lts　Impact　on　Indian　and 　Tibetan　Philosophア，　edited 　by　Shoryu

　KATSURA （Wien ：6stenreichische　Akademie 　der　Wissenschaften，1999）．こ の 第三 回 ダ ル マ

　キ ール テ ィ学会を主宰 された E．シ ュ タ イ ン ケ ル ナ ー先生 と桂紹 隆先生 に 篤 く御礼 申 し

　 上 げます．

2） Pramj4avjrttikzim
，
　edited 　by　R ．　 S劭 krty五yana （Allahabad： Law　 Joumal　Press

，
1943），

　κα厂即 肋 go祕 瀬 ，　pp．485−486；M 。　BIARDEAu，　La　Dtimonstration　du　Sphoga　par　Mapdana

　薀 5rα （Pondich6ry：InstitUt　Frangais　d ’lndology
，
1958），

　P．102．

3） A ．B ．　KEITH，　A　Histoi；v（ofSanskrit 　Literatttre（Delhi：Motilal　Banarasidass， 1993），
　preface，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ア
　pp．21−22；A．　W ．　THRAsHER

，

‘‘The　Dates　of 　Marpdanami ≦ra　and 　Saiikara
，

”Miener　Zeitschriftjiir

　 die　Kunde 　Stidasiens　23（1979），　p．139．

4） Erich　FRAuwALLNER ，
’‘Landmarks 　in　the　History　of 　lndian　Logic

，

” Miener　Zllitschriftftir　die

　 Kunde　Stid−und 　Ostasiens　5 （1961），

5）小野基 「仏教 論理 学派の
一

系譜
一 プ ラ ジ ュ ニ ャ

ー カ ラ グ プ タとそ の 後継者た ち

　
一 」 （『哲学 ・思 想論集』第 21 号， 1995），p．156，なお小稿 「ダル マ キール テ ィ に お

　ける現観 ヨ ー
ガ 論」（『印度學佛教學研 究』第 60巻第 2号），p．　1026の 「著者の死後 30

　〜40 年 を要 した」は 「半世紀を要 した」の 誤記で した．お詫び して訂正 します．

6）慧立 ・彦棕 『大慈恩寺三藏法師傳』（大正蔵第 50 巻，no ．2053 ），
　 p．237 上段 ， 「更安

　置上房、在護法菩薩房北 」．

7） 中村元 『初期の ヴ ェ
ーダー ン タ哲學』 （岩波書店， 1981），P，114 ；伊原照蓮 「マ ン ダ

　ナ ミシ ュ ラの年代」 （『宗教研究』第 37巻第 4 輯 ， 1964），p．196．

8）Prama”avarttikam
，　edited 　by　R．　S百hk＃y蕊yana （Allahabad： Law 　Journal　Press

，
1943），

　preface，　PP．6−8．

9）Nydyabindu　with 　the　Dharmottaraρradipa
，
　edited 　by　D ．　Malvaniya（Patna： Kashi　Prasad

　Jayaswal　Reseaエch 　Institute
，
1955），

　p．182．

10）シ ャ イエ ル 論文の コ ピーを頂戴 した高野克弘氏に篤 く御礼 申し上 げます．

11） 山口盆 『佛教に お ける無 と有との 對論』（山喜房佛書林， 1941），pp，54−57．

12）西義雄 「三世実有論 の研究一 特 に体滅 ・用 滅両 論の 批判
一

」 （『宗敏研究』第 8

　巻第 1輯 1933）；S．　Schayer，　Contributions　to　the　Problem　（〜f　nme 　in　lndian　Philosophy
，
　Tom

　 l1（Krakow ：Rocznik　Orientalistyczny，1938）．

〈一次文献＞

Emst　STEINKELLNER』 harmakirtisノ｝tihe　Logik．　1，　lntroduetわ n ，　Ubersetzung　und 　Analyse．　Tokyo ：

　 The　Intemational　Institute　fbr　Buddhist　Studies，2013．

Dhar〃20廨 π否 Thought　and 　lts　Impact　on 　Indian　and 　Tib彡tan　P痂105ρP ソ々．　Edited　by　Shoryu

　Katsura．　Wien ： Verlag　der　6steπ eichischen 　Akadcmie　der　Wissenscha負en
，
1999．（pp．209 −

　 214）
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Pv．： 7Zte　Pramaeavδrttikam 　ofDharmakirti ．　Edited　by　Raniero　Gnoli．　Roma ：Istituto　Italiano　per

　　II　Medio　ed 　Estremo　Oriente， 1960．　　 　　　　　　　 　
．

Pramduava
−
rttikam 　 with 　 the κd叩 α  go履 刀，蒲 ．　 Edited　 by　 Rahula　Sfifikyayana．　 Allahabad：

　　Allahabad　Law 　Joumal　Press， 1943，

βrα勧 酣 跏 姻 蜘 伽 翩 1ゴro ．　Edited　by　Kuppuswami 　Sastri．　Madras ： Journal　 of 　Oriental

　　Research，
1937．

Madleine　BIARDEAu．　La　l）emonstration 　du　Sphota．　Pondich6ry：InstitUt　Frangais　d
’lndology

，
1958．

Allen　W 　THRAsHER ，
“The　Dates　of 　Ma ロpdana 　Mi ≦ra　and 　Sahkara．” Miener　Z診傭 c乃r諺声厂 die

　　Kunde 　des　Sdidasiens　23
，
1979．（pp．117− 139）

Erich　FRAuwALLNER．“ La皿 dmarks　in　the　History　of 　Indian　Logic．” Miener　Zeitschrpt丿
“
u
’
r∂die　Kunde

　　Sfid− und 　Ostasiens， 1961．（pp．125− 148）

Nydyabindu 　with 　the　Dharmottarapradipa．　Edited　by　Dalsukh　Malvaniya．　Patna： Kashi　Prasad

　　Jayaswal　Research　lnsitute，
1955．

Christian　LINDTNER．“ Apropos　Dh   a   i：Tw 。　New 　Works　and 　a 　New 　Date．”Acta　Orientalia

　　41，
1980．（pp．27−37）

Stanislaw　ScHAYER．‘‘Notes　and 　Queries　on 　Buddhism ．
”Rocznik　Orj

’
entalistyczny 　9，

1935、（pp．

　　206−213）

Ak．：Abhidharmakos’a 　and 　Bhjsya 　of 　Vasubandhu．　VbL 　2．　Edited　by　Dwarikadas　Sastri．　Vara皿 asi ：

　　Bauddha　Bharati， 1998．

Anhur　Berridale　KEiiiJ．　A　HistoiV，　ofSanskrit 　Literαture．　Delhi ：Motilal　Banarasidass
，
　1993．

The　Vasavadatt∂，　A　Romance　by　Subandhu ．　Edited　by　Fitzward　Hall．　Bibliotheca　lndica　l　l　6 ，
130，

　　148．Reprinted　by　Osnabnick　l　980．

The　Udisavadatta，　A　Sansin・it　Romance　by　Subandhu ．　Translated　by　Louis　H ．　GRAy．　New 　York ：

　　AMS 　Press
，
1965．

（この 両書 は東京大学図書館の 資料で あ り，閲覧 ・コ ピー
で 当時 イ ン ド哲学研究室の 助手

で あられた横地優子先生の 御世話 に な りま した．篤 く御礼 申 し上 げます，）

〈二 次文献〉

木村俊彦 『ダル マ キール テ ィ に お ける哲学と宗教』（大東出版社， 1998）

以 下 は 紙幅の 都合で 省略する．本文を参照 された い ．

〈キ ー
ワ

ー ド〉　 ダル マ キール テ ィ，年代論

（四天王寺大学名誉教授 ， 文博）
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